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おはようございます!本日も雨ですね。気温も下がり過ごしやすいですね^^さて、早速、本日
もNAOさんのブログから「泣いて産まれてきたあなたを笑顔で迎えてくれた人がいる」をご紹
介いたします。では、NAOさんのブログをどうぞ^^・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ おはようございます! 
さて、先日の「人生の勝ち負け」について、
私が思うことと言うか、学んだことを書かせて頂きます。  すご～くお金を持っていたA社長!
この社長が亡くなったあと、 家族間では、遺産問題で凄く揉めた。
揉めた、という話はない。 遺産問題からある事件に発展した。 
ある組織で権力を持っていたBさん! 組織を離れてしまうと、
誰もBさんのところには近寄らなくなった。
そして、数年後、亡くなってから数週間たったBさんが発見された。 
俺は東大出だぞ!!が口癖だったCさん! あるお店を経営していたが、
数年で騙され、借金を背負い、行方不明・・・・ そして数年後、自分で命を絶った。 
ある組織のトップだったDさん! 俺の為にいつでも若い衆は体を張るんだからな!
が口癖だった。 最後は、その若い衆たち数人に殴り殺されてしまった。。。。 
これら皆さん、学歴、地位、お金を握っていた。  しかし、最期はみんな寂しい結果だ。。。
 私の友達のEさん! 普通の高校を出て、中小企業に就職し、
今も、係長(だったかな?)で給料もあまり上がらず、 お金にも余裕がない。
でも、Eさんの家に行くと奥さんや子ども達の笑顔がある。  私の先輩のFさん!
ある事故で下半身付随になってしまった。 裕福な暮らしではない。
でも、下半身不随になりながらもある目標を持って 今も精一杯生きている。
いつ会っても事故を悔やんでおらず、 いつも笑顔。いつもキラキラしている。 
EさんもFさんも 学歴や地位、お金を握ったかと言えば 全く握っていない。
でも、本人はもとより、この2人の周りには 笑顔が溢れている。 
私が泣きながら産まれた時、
私の周りには喜んでくれている人たちがいた(多分ですが・・・)  私は
何かを掴んだことで人生に勝ったわけじゃないと思うし、
逆に掴めなかったから負けじゃないと思う。  私は、ただ、 
自分自身が人生を楽しんで、満足して去るときには、 私の周りの人たちが、泣いてくれる 
ような生き方をしたいと願うだけです。  皆さんが泣きながら産まれてきたとき、
笑顔で皆さんは迎えられたと思います。  勝った!負けた! 掴んだ!掴めなかった! 
なんてことよりも、  産まれてきて最初に見た笑顔。
その笑顔を絶やすことのない生き方ができれば 素晴らしいのではないでしょうか。 
うまく書けなかったけどすいません・・・★本日のお薦めはコチラ!★皆さんの過去の経験談
を募集中!   
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